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企業への投資判断において、財務諸表から読み取るべき最も重要な経営指標は、収益性、

安全性、成長性、割安性の 4 つの観点に分類できる。 

収益性の指標として代表的なのが ROE（自己資本利益率）であり、企業が自己資本をどれ

だけ効率よく活用して利益を生み出しているかを示す。ROE が高い企業は収益力が高く、株

主にとって魅力的な投資対象となる。次に、安全性を測る自己資本比率は、企業の財務健全

性を示す指標であり、一般的に 40%以上が望ましいとされる。自己資本比率が高ければ、借入

依存度が低く、景気後退時にも安定した経営が期待できる。 

一方、成長性を評価するためには売上高成長率が重要であり、これは企業が市場でのシェ

ア拡大や新規事業の成功を通じて持続的に成長しているかを測る指標となる。特に成長市場

では、売上高成長率の高さが企業の将来の収益拡大を示唆するため、投資判断の大きな要素

となる。 

さらに、株価が企業の純資産に対して適正かどうかを判断するために PBR（株価純資産倍

率）が用いられる。PBR が 1 倍未満の企業は、理論上は企業の純資産価値よりも低く評価され

ており、割安とみなされることがある。ただし、PBR が低い企業は市場から成長性が低いと判断

されている可能性もあるため、ROE や売上高成長率と併せて慎重に分析する必要がある。 

特に PBR と ROE の関係は密接であり、ROE が高いのに PBR が低い企業は市場で過小評

価されている可能性があり、バリュー投資の好機となる。一方で、ROE が低く PBR も低い企業

は、単に成長余地が乏しい可能性があるため注意が必要である。 

これらの指標を総合的に分析し、財務の健全性と収益力、成長性をバランスよく考慮するこ

とが、企業への適切な投資判断を下す上で極めて重要となる。 

 

 


